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事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 19 ha

平成 28 年度　～ 令和 4 年度 平成 28 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

大目標：安全・安心で魅力ある野崎駅前空間の創出
　　目標：JR野崎駅におけるまちの分断を解消するために駅舎の橋上化や駅前広場の整備により、人の移動の交通利便性を高め、併せて交流空間の強化を図る
　　目標：多様な世代が野崎駅を中心に交流し回遊できる空間の強化を図る。

　

　本市は、鉄道や幹線道路等の交通利便性が高く、大阪都市圏の近隣住宅都市として発展し、中心市街地として住道駅の周辺開発、地域拠点として野崎駅および四条畷駅周辺地域の活性化等の市街地整備を進めてきた。一方、住道駅の周辺整備
事業は一定の整備が終えたことから、平成21年度より駅周辺整備の調査・研究を進めてきた野崎駅周辺地区において、駅東側にしか改札口がなく、駅北側にある野崎踏切やバリアフリー化されていない人道橋を利用し、鉄道施設を横断しているこ
と、また駅前空間の利便性が悪い状況を解消するため、野崎駅の駅舎橋上化や自由通路、駅東西の駅前広場の整備を進めることで、交通結節機能の充実および強化を図る。

・本地区は大阪都心部から電車で約２０分という交通至便な地区であることから、昭和４０年代以降の高度経済成長期に大阪都市圏の受け皿として発展し、急激な人口増加と都市化が進み住宅開発に伴って道路などの公共整備が進められた地区で
ある。
・地区には地域の玄関口となる野崎駅があり、駅近辺には商業施設があるものの周囲は住宅が多く配置され大阪都市圏の郊外駅としての形成が見られる。
・本市内に３駅ある鉄道駅のうち、核となる住道駅の周辺整備事業を一定終えたのを受け、以後、他の駅の周辺整備を進めて行くことを主要施策とし、平成２１年度より野崎駅周辺整備を調査・研究している。
・地域住民の意見などを踏まえて野崎駅の駅舎橋上化や自由通路・駅前広場整備などを整備メニューとし、平成２５年度より野崎駅周辺整備事業を進めている。

・野崎駅は平面駅舎として東側にしか改札口がなく、駅西側の住民は、駅北側にある野崎踏切やバリアフリー化されていない人道橋を利用し、鉄道施設を横断して駅を利用している。
・周辺地区を対象にしたアンケート(1,000人配布、回収率36.3%)において、駅前広場の施設状況があまり良くないまたは非常に良くないと感じる人の割合は４人に３人を超える割合となっており、駅前空間の利便性が悪いと伺える。
・野崎駅周辺地区内にある野崎中公園は、昭和44年に開設された都市公園で施設の老朽化や地域住民からの施設整備の強い要望がある。

・第４次大東市総合計画において、本地区は「都市型居住ゾーン」または「郊外型居住ゾーン」として生活基盤の整ったゆとりある便利で住みよい環境整備を行うこととしており、駅周辺地区においては、にぎわいと交流の生活拠点として、移動性や交
通機能の向上に努めることとしている。
・また、総合計画各論において、本地区は誰もが安心して活動しやすいまちづくりに取り組む必要があるため、拠点整備の充実・強化とにぎわいに資する整備を進めることとしている。
・大東市都市計画マスタープランにおいては、市街地の整備方針として、本地区の交通結節機能の充実・強化を図ることとしており、地域のまちづくりの方向性を示している野崎駅周辺整備基本構想においても、多様な世代が交流する賑わいと憩いを
備えた魅力的な市街地を形成することとしている。

都道府県名 大阪府 大東市 野崎駅周辺地区

計画期間 交付期間 4



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H21 R4

分 H27 R4

％ H27 R4子育て世代の公園の利用率
子育て世代へのアンケート調査で「公園を利用しますか。」との
質問に「利用する」と回答を得た割合

公園を再整備することで、子育て世代を中心に多様な世代の交流の場と
なり、野崎駅周辺の賑わいの形成を図ります。

68.5% 80%

駅前広場施設の不満足度
駅前広場の施設状況に関する市民アンケートで「あまり良くな
い」、「非常に良くない」の割合

東西の駅前広場整備により、地域住民が感じる利便性の向上度合いを示
す。

77.3% 50.0%

野崎駅へのアクセス時間（徒歩）
野崎駅西側の住宅地（国道170号高架下）から駅までの徒歩に
よるアクセス時間

駅舎の橋上化や自由通路、駅前広場の整備により、駅西側からの利便
性が向上し、駅へのアクセス時間の短縮を図る。

5.4分  1.8分

・本地区は、野崎の平面駅舎の橋上化および東西の市街地を結ぶ自由通路、さらに駅前広場を配置することで人の交通利便性の向上および交流空間の強化を図る。
・本地区は、公園を再整備することで子育て世代を中心に多様な世代の交流の場となり、野崎駅周辺の賑わいの形成を図る。
・本地区は、道路整備を進めることで、歩行者空間の創出を図る。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・本地区は、本市において多様な世代が交流する賑わいと憩いを備えた魅力的な市街地を形成するとともに、交通結節機能の充実および強化を図る。
・本地区において交通結節機能を向上させ、住道駅周辺との役割分担と相互連携により、拠点機能の充実とにぎわい空間を創出する。
・本地区を中心として、道路・公園などの都市施設や公共公益施設における歩行者空間のバリアフリー化を推進する。
・本地区では、緑豊かな市街地の形成しを推進するとともに、地域の玄関口にふさわしい良好な景観の形成を誘導する。



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
・JR野崎駅周辺整備については、西側に改札がないことから早期解消が望まれており、本地域の区長や役員・商店街組合員等による「野崎駅周辺総合計画推進協議会」においても、事業促進の機運が高まっている。

・野崎駅の交通アクセス性を高め、より効果的な事業とするために、自由通路整備事業や駅舎橋上化整備事業、東西駅前広場整備事業などを実施していく。

【官民連携事業】
※都市再生整備計画区域内で、道路占有特例、河川敷地占有、歩行者経路協定、都市利便増進協定を活用する場合には記載する。

方針に合致する主要な事業
JR野崎駅におけるまちの分断を解消するために駅舎の橋上化や駅前広場の整備により、人の移動の交通利便性を高め、併せて交流空間の強化を図
る
本地区の玄関口として野崎駅東西の駅前広場等を整備することで、交通結節機能を強化し交通利便性と安全性の向上を図る。

道路：野崎駅西側線東側区域歩道整備事業
公園：野崎中公園再生事業
地域生活基盤施設：野崎駅西側駅前広場整備事業
地域生活基盤施設：野崎駅東側駅前広場整備事業
地域生活基盤施設：自転車駐車場整備事業
地域生活基盤施設：野崎駅自由通路整備事業



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 市 直 L=60m 30 4 30 4 39.0 39.0 39.0 39.0 －

公園 野崎中公園 市 直 A=1,777㎡ 29 30 29 30 81.8 81.8 81.8 81.8 11

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 市 直 A=2,200㎡ 1 4 1 4 184.1 184.1 184.1 184.1 －

地域生活基盤施設 市 直 A=1,300㎡ 29 4 29 4 1,289.5 1,289.5 1,289.5 1,289.5 －

地域生活基盤施設 市 直 A=700㎡ 28 4 28 4 522.5 522.5 522.5 522.5 －

地域生活基盤施設 市 直 L=100m 28 3 28 3 1,089.0 1,089.0 1,089.0 1,089.0 －

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 3,205.9 3,205.9 3,205.9 0 3,205.9 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 3,205.9
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度
市 ○ H28 R3 243.2

市 ○ H28 R4 1,021.9

市 ○ H30 R2 10.5

民間 6000㎡ ○ H28 R1 400.0

合計 1,675.6

仮設駐輪場

深野北小学校跡地活用事業 深野北小学校跡地

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

野崎駅駅舎橋上化整備事業

野崎駅駅舎橋上化整備事業

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地総合整備事業

自転車駐車場

野崎駅自由通路

野崎駅西側駅前広場

野崎駅東側駅前広場

交付期間内事業期間
規模

（参考）事業期間
細項目

野崎駅西側線東側区域

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

交付対象事業費 3,205.9 交付限度額 1,546.6 国費率 0.482



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　野崎駅周辺地区（大阪府大東市） 面積 19 ha 区域 深野3丁目、南津の辺町、野崎１丁目

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

200m0 10050

0 5 10 200m



駅前広場施設の不満足度 （　％　） 77.30% （　H21年度） → 50.00% （　R4年度）
野崎駅へのアクセス時間（徒歩） （　分　） 5.4分 （　H27年度） → 1.7分 （　R4年度）

子育て世代の公園の利用率 （　％　） 68.50% （　H27年度） → 80% （　R4年度）

　　　　　　　　　　　　　　                 野崎周辺地区（大阪府大東市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）                            　　　           　　　

目標 安全・安心で魅力ある野崎駅前空間の創出
代表的な

指標

計画区域 19ha

■基幹事業 地域生活基盤施設
野崎駅東側駅前広場

■基幹事業 地域生活基盤施設
野崎駅自由通路

■基幹事業 地域生活基盤施設
自転車駐車場

■基幹事業 道路
野崎駅西側線東側区域

○関連事業
深野北小学校跡地活用事業

○関連事業
野崎駅駅舎橋上化整備事業

200m0 10050
計画区域内すべてが居住誘導区域・都市機能誘導区域

■基幹事業 地域生活基盤施設
野崎駅西側駅前広場

■基幹事業 公園
野崎中公園

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例




